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その大きな要因の一つとして、ネッ

トワークの IP化があげられます。

IPネットワークは、低コストで便

利であるものの、ルーティング故障

が起こるとシステム全体が使えなく

なってしまう怖さがあります。こう

したネットワークを含めたシステム

全体の信頼性を担保するのが我々の

使命であると考え、全社をあげて取

り組んでいこうとしているところで

す。そうした背景の中で、NWOビ

ジネスを積極的に拡大していこうと

しています。

－具体的にはどのような拡大戦略

をお考えですか。

笹田 大きく「金融機関向けNWO」、

「企業グループ丸抱えNWO」、「情報

管理アウトソーシング」、「グローバ

ル展開」の4本柱と、弊社子会社の

NTTデータ・セキュリティ（NDS）

による「PCI DSSを核としたセキュ

リティビジネス」の計５本の柱を基

軸にビジネスの拡大を図っていきた

いと考えています。

－具体的な取組みについては後続

の頁でご紹介しますが、5本柱の概

要をお聞かせください。

①金融機関向けNWO

笹田 まず金融機関向けのNWOで

すが、金融機関のお客様からは従来

よりネットワークを含めたシステム

全体を弊社にお任せいただくことが

多く、金融事業本部と連携しながら、

コストを抑えつつも信頼性の高いネ

ットワークをご提供しています。特

に地方金融機関のお客様はこれから

IP化を推進されるところが多いこと

から、強化していきたい分野です。

②企業グループ丸抱えNWO

２つ目の柱は、企業グループ向け

のネットワークアウトソーシングビ

ジネスです。弊社自身が弊社グルー

プ全体で情報共有を進めてきたノウ

ハウを活かし、お客様にもグループ

－事業を取り巻く環境変化への柔

軟かつ迅速な対応に加え、コスト削

減の観点から、クラウド化や戦略的

なアウトソーシングのニーズが増大

しています。このような状況下、平

成 22年度は「ネットワークアウト

ソーシング（NWO）」ビジネスに

積極的に取り組まれるとのことです

笹田 弊社でもクラウドコンピュー

ティングに取り組んでいますが、ク

ラウドには必ずネットワークが必要

です。私どもは、クラウドコンピュ

ーティングの基盤として、より使い

やすい安心・安全なネットワーク環

境を提供していこうという強い思い

があります。弊社でも、システム開

発のSEに比べるとネットワークの

SE数が少ないのですが、お客様企

業ではこの傾向がより強くなってい

ます。技術的な進化が著しいネット

ワーク分野の専門家を継続して育成

していく大変さからも、ネットワー

クの設計・構築及び運用については

外出しされる。すなわちネットワー

クはアウトソースするという流れが

続いていますし、今後もますますそ

の傾向は強くなると考えています。

「所有」から「利用」への流れが加速する中、戦略的なアウトソーシングニーズが増大している。NTTデータ は、環境変化への
迅速な対応とコスト削減ニーズに対応したネットワーク・アウトソーシング（NWO）ビジネスの拡大に積極的に取り組んでい
る。NWOビジネスの拡大戦略について、ビジネスソリューション事業本部 笹田 和宏ネットワークソリューションビジネスユニッ
ト長にうかがった。

国内外へのネットワークアウトソーシングビジネスの
飛躍的拡大を目指す
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―事業を取り巻く環境変化への柔軟

かつ迅速な対応に加え、コスト削減

の観点から、クラウド化や戦略的な

アウトソーシングのニーズが増大し

ています。このような状況下、平成

22年度は「ネットワークアウトソー

シング（NWO）」ビジネスに積極的に

取り組まれるとのことですが、その

背景及び狙いからお聞かせください。

―具体的にはどのような拡大戦略を

お考えですか。

―具体的な取組みについては後続の

頁でご紹介しますが、5本柱の概要

をお聞かせください。
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企業全体の統合プラットフォームを

提供していこうという考えです。この

プラットフォーム上で、“個別最適で

構築された企業内のIT環境を全体最

適化し、企業に革新をもたらす”とい

うVANADISコンセプトに則り、認証

基盤を構築し、グループウェアなどの

各種アプリケーションを組み合わせて

ご利用いただきます。また、社内シス

テムでは一般的にPC操作等に関する

ヘルプデスク業務の負担が大きく、グ

ループ全体となると尚更ということ

で、アウトソースのニーズが高い分野

です。認証基盤や各種アプリケーショ

ンを、ヘルプデスクまで統合したセン

ターサービスとして提供し、お客様の

企業グループ全体のネットワークを含

めて丸ごとお任せいただくビジネスを

積極的に展開します。

③情報管理アウトソーシング

３つ目の柱は、セキュリティ商材

を個別に提供するのではなく、セキ

ュリティ維持のためのPDCAサイ

クルを継続的に実行しながら、常に

お客様に寄り添う形のセキュリティ

サービスを展開しようという「情報

管理アウトソーシング」です。これ

も弊社内の情報セキュリティ部門が

推進してきた豊富な業務ノウハウを

活かそうとしています。すでに数社

のお客様にサービスを提供し始めて

おり、今後さらに拡大していこうと

しているところです。

④グローバル展開

４つ目の柱は、弊社の全社施策で

あるグローバル展開の強化に呼応し

て、特にASEANを中心に、海外進

出企業のネットワーク構築ビジネス

を拡大していく考えです。ネットワ

ークの設計・構築から運用保守ま

で、国内の窓口を通じてワンストッ

プで提供します。また、先ほどの

「企業グループ丸抱えNWO」と同

様の統合プラットフォームの仕組み

を、海外オフィスをお持ちのお客様

にお使いいただくことも提案してい

きたいと考えています。

⑤PCI DSSを核としたセキュリティ

ビジネス

PCI DSS（Payment Card Industry

Data Security Standard）という国際

的なクレジットカード情報保護基準

が国内でも注目され始めているので

すが、実は弊社子会社のNDSがこの

分野に早くから取り組んでおり、

PCI DSSに関するセキュリティの専

門会社であると同時に、基準準拠の

認定審査機関としても登録されてい

ます。また、認定を取得するための

支援も行っており、５番目の柱とし

て積極的に展開していく考えです。

－NWOビジネスを展開されるに

あたってネットワークソリューショ

ンBUの一番の強みとしてどのよう

な点があげられますか。

笹田 私どもはSIerとして、システ

ム開発とセットで数多くのネットワー

クを構築させていただいています。情

報システムの中でネットワークの重要

度が高まるなか、どのようなレベルの

品質をどのように提供するかというノ

ウハウは、私どもの大きな強みだと考

えています。例えば金融機関向けIP

ネットワークの構築は、専用線と比較

して信頼性の担保が難しいのですが、

設計から構築、テストといった全工程

を、私どもではミッションクリティカ

ルな金融分野のシステム開発と同様の

厳しい基準で対応しています。こうし

たこだわりは、他社の追随を許さない

と自負しています。

－最後に今後の抱負をお聞かせく

ださい。

笹田 NWOビジネスの分野では、

３年計画で２割程の拡大はほぼ確実

と見込んでいます。この数字をでき

れば５割増まで拡大したいと考えて

います。

－本日は有り難うございました。
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国内外へのNWアウトソーシング領域の飛躍的拡大 

①金融機関向け 
NWOの強化 

②企業グループ向け 
NWOサービスの 
領域拡大 

 

③オフィス・セキュリ 
ティソリューション 
のOS強化 

④ソリューションの 
グローバル展開 

⑤ PCIを核とした 
セキュリティビジ 
ネスの拡大 

【NDS】 

図1 ネットワークアウトソーシングビジネスの5本の柱
―NWOビジネスを展開されるにあ

たってネットワークソリューション

BUの一番の強みとしてどのような

点があげられますか。

―最後に今後の抱負をお聞かせくだ

さい。

―本日は有り難うございました。
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